
リハビリテーションについて

１．疾患別リハビリテーションの適切な実施について

２．摂食嚥下支援加算について

３．慢性維持透析患者のリハビリテーションについて
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2019年
慢性透析患者数：344,640人
（人口100万対比 約2,732人）

＜慢性透析患者数の推移＞

（出典）日本透析医学会「わが国の慢性透析療法の現況(2019年12月31日現在)」

慢性透析患者数について

○ 透析患者数は令和元年12月時点で、約34万人であり、年々増加傾向にある。
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＜慢性透析患者 平均年齢の推移＞

（出典）日本透析医学会「わが国の慢性透析療法の現況(2019年12月31日現在)」

平均年齢の推移

○ 慢性透析患者の平均年齢は約70歳であり、年々上昇傾向である。
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透析患者等における課題について

○ 透析患者は、定期的な透析のため、臥位となっている時間が通常より長いとの指摘がある。
○ また、CKD患者について、骨格筋が減少することにより様々な影響が全身に出ることが指摘されてい

る。

28（出典）日本腎臓リハビリテーション学会理事上月正博医師、同理事武居光雄医師提供



透析患者における運動耐用能について

○透析患者の運動耐容能はCOPDや心疾患患者と同程度に障害されているとの報告がある。
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Painter P. Hemodialysis Int 9: 218-235, 2005（出典）日本腎臓リハビリテーション学会理事上月正博医師、同理事武居光雄医師提供



透析患者における運動について

○ 透析患者について、運動を行わない場合、生命予後に影響する、との報告がある。

○ CKDを有する透析患者に対する運動は、様々な効果があることが指摘されている。
○ 具体的には降圧薬必要量の減少や低栄養・炎症・動脈硬化(MIA)症候群の改善、透析効率の改善が

ある。
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• 最大酸素摂取量の増加

• 左心室収縮能の亢進（安静時・運動時）

• 心臓副交感神経系の活性化

• 心臓交感神経過緊張の改善

• 降圧薬必要量の減少（Miller BW et al. Am J Kid Dis 39: 828-833,2002. ）

• 低栄養・炎症・動脈硬化(MIA)症候群の改善

• 貧血の改善（Reboredo MM et al. Artif Organs 34: 586-593, 2010  Goldberg AP et al. Kidney Int 18: 754-761, 1980）

• 睡眠の質の改善

• 不安・うつ・生活の質(QOL)の改善

• 日常生活活動(ADL)の改善

• 前腕静脈サイズの増加（特に等張性運動による）

• 透析効率の改善（Vaithlingam I. AJKD 43: 85-89, 200４）

• 死亡率の低下 上月正博 臨床栄養 118: 334-335, 2011
Kohzuki M. Hemodialysis (InTech) Chapter 35, 743-751, 2012

（出典）日本腎臓リハビリテーション学会理事上月正博医師、同理事武居光雄医師提供
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透析患者における運動療法について

○ 透析患者等について、12週間の運動療法を行っている群について、死亡率が低かった。

（出典）日本腎臓リハビリテーション学会理事上月正博医師、同理事武居光雄医師提供
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具体的な運動療法の内容について

○ 「腎臓リハビリテーションガイドライン2018 年版」（日本腎臓リハビリテーション学会）において、透析患者に対する、透析
中の具体的な運動療法の内容が示されている。

（出典）日本腎臓リハビリテーション学会理事上月正博医師、同理事武居光雄医師提供

○ 透析開始30分後から透析前半の時間帯に行う。透析終了直後や透析後半は避ける。
○ 初回には心電図モニター、血圧、心拍数、呼吸数などの管理下で行うことが望ましい。
○ 負荷量及び運動持続時間、頻度は身体機能評価に基づき、テーラーメイドが望まれる。

透析中の標準プロトコール



・ 透析患者数は令和元年12月時点で、約34万人であり、年々増加傾向にある。また、平均年齢は約70歳であり、
年々上昇傾向である。

・ 透析患者は、定期的な透析のため、臥位となっている時間が通常より長いとの指摘がある。透析患者の運動耐
容能はCOPDや心疾患患者と同程度に障害されているとの報告がある。

・ 透析患者について、運動を行わない場合、生命予後に影響する、との報告がある。
・ 一方、CKDを有する透析患者に対する運動は、様々な効果があることが指摘されている。具体的には、降圧薬必
要量の減少や低栄養・炎症・動脈硬化(MIA)症候群の改善、透析効率の改善がある。

・ 「腎臓リハビリテーションガイドライン2018 年版」（日本腎臓リハビリテーション学会）において、透析患者
に対する、透析中の具体的な運動療法の内容が示されている。

慢性維持透析患者のリハビリテーションに係る課題と論点
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⃝ 慢性維持透析患者に対して、血液透析中に運動療法を実施・指導されている場合があることを踏まえ、評価の
在り方について、どのように考えるか。


